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１．はじめに

人口 80 万人弱の徳島県には 5 つの工業高校があり

ました。しかし，昨今の流れである高校再編の中で徳

島市に位置する徳島工業高等学校と徳島東工業高等学

校の統合が決定しました。そこに県南の日和佐町で県

内の水産教育を 70 年以上担ってきた水産高校を加え

3校の再編統合により徳島科学技術高等学校が開校さ

れることとなりました。

徳島科学技術高等学校は，就職希望者だけでなく従

来の工業高校では軽視しがちであった進学希望者の両

者を支援する教育システムを構築し，これからの科学

技術の高度化・複合化に対応できる人材を育成するた

めに設立された総合型専門高校で，新しい校舎で，新し

い施設・設備を使って，新しい教育内容で新しいスタッ

フとともに学習し，卒業時には，就職・進学など希望す

る進路に進んでいくことを目標とし開校されました。

徳島科学技術高等学校正門

本校は全日制 6 類 11 コース，定時制 2 類 3 コース

が設置されました。3 つが大学進学に重点を置いた

コース，8 つが従来の工業高校の伝統を引き継ぐ，専
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徳島科学技術高校は徳島市内の二つの工業高校と県南部の水産高校が統合し，平成21年度に開校された新

しい学校です。本校は単なる高等学校 3校の合併ではなく，新しい発想や柔軟な取り組みなど今までにない

新しいタイプの専門学校を目指しています。開校以来，校内だけの教育にとどまることなく，校外に向け多種

多様な事業にも積極的に取り組んでいます。その中の一つとして取り組むこととなったのが知財教育です。担

当教員もほぼ知識のないところから始めていますので初歩的な内容ではありますが多くの知財に係る方々の協

力を得ることができ，校内にも少しずつ知財に対する積極的な姿勢が根付いております。3年間の取り組みの

概要ですが現在の専門高校の現状も含め紹介させていただきます。
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門性を身につけることに重点をおいたコースです。計

8類 14 コースで平成 21 年 4 月にスタートしました。

近年の少子化による生徒数の減少，なかなか反転の

兆しの見えない日本経済の中で体力を消耗していく製

造業，その影響もあり人気が減少していく技能職を育

成する工業高校。そのような環境の中で各工業高校は

元気をなくしつつありました。かつては県内の工業高

校でもクラスに 40 名以上の高校生があふれ，一学年

に 10 前後のクラスで専門教育を学んでいましたが現

在は 1 クラス 30 名弱，クラス数も半減という状況で

した。今回の統合により一学年 14 クラスの大規模校

が出来上がり生徒数の増大とともに専門高校がにわか

に息を吹き返したように見えました。

２．知財教育との出会い

本校開校の理念の一つで，進学希望者と就職希望者

の両者を支援するハイブリッド型教育システムを構築

し，進学に重点を置いた学習を行う総合技術系は平成

21 年に開校されると同時に第一期生が入学し 23 年度

末に初の卒業生を出しました。そこでの一つの結果と

して国立大学に 24 名の合格者を出すことができまし

た。2期目の今年度，現在は 20 名の合格者が出ていま

す。工業高校，水産高校の学習内容に近い総合技術系

では従来の専門教育を踏襲しながら新たな課題に積極

的に取り組んでいます。以前の工業高校，水産高校で

は校内の学習が大部分を占め，閉鎖的な感が否めませ

んでした。しかし，本校では他の専門高校，大学，企

業との連携，海洋系であれば漁業協同組合と共同研究

を進めるなど視野を外に向けた活動を積極的に行い，

県内でもその取り組みは徐々に認められ，以前の工業

高校，水産高校のイメージとは一線を画する学校とな

りました。校内では他機関との連携を積極的に取り組

む環境が充実しており，その中で私が取り組むことと

なったのが「知財教育」です。

開校年度の 10 月に特許庁及び工業所有権情報・研

修館の事業である「産業財産権標準テキストを活用し

た知的財産教育推進協力校」に応募することになり私

が担当することとなりました。もちろん私は知的財産

に関する知識はほとんどなく雲をつかむような内容で

はあったのですが事業を進める予算も魅力的であり，

何より新しい分野に踏み込める期待のようなものもあ

りました。

３．知的財産教育初年度

担当者である私自身が知財に関して全く知識のない

状態からのスタートでしましたので，まずは私の所属

する情報通信コースの 3年生に本事業の協力推進校に

選ばれたことを周知し，工業所有権情報・研修館編集

の産業財産権標準テキストや教育用DVD等で産業財

産権の基礎を学習しました。ただ，これは校内の一部

の生徒だけでなく学校全体の取り組みとしたいため全

校生徒に知的財産について周知するための方法を話し

合いました。まず，全校生徒に知的財産について興味

関心を持ってもらうためにアイデアを随時記入できる

ノートの製作について提案がありました。アイデアを

単なる思いつきに終わらさないために記録するという

行為は大切だと感じておりましたので採用し，生徒と

ともに内容や大きさ等の詳細について企画しました。
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「知的財産教育推進協力校」説明会

その企画をもとに総合デザインコースの 3年生にデザ

インを依頼しました。内容は前半が時間割や 1年間の

行事予定表，考査予定表，思った事を自由に書き込む

欄であるツイッターなどを入れ日常的に使ってもらえ

る工夫をしています。

自分の字で書くということは後で見直した時自分に

対して一番説得力があります。また，考えたことはど

んどん忘れてしまいます。メモすることで忘れずそれ

を発展させることも可能だと思います。

また，アイデアコンテストの企画も同時に行いまし

た。知財に関する説明を受けただけでは定着しないと

いう意見から文化祭での催しの一つとして企画するこ

とになりました。アイデア記入ページと応募用紙をア

イデアノートに添付し，できるだけ多くの応募が出や

すいように工夫しました。

6月に「知的財産教育推進協力校」説明会を開催し，

当事業の概要と知的財産に関する基礎的な知識を全校

生徒対象に説明する機会を設けました。また，アイデ

アノートの配布とアイデアコンテストの開催予告を行

いアイデア考案の意識を高めることに努めました。

11 月にアイデアコンテストを開催し，アイデア部門

に 32 点，製作部門に 3点が出展され，全校生徒に披露

することができました。また，すべての出展作品に対

して，助言者から助言をいただくことができました。

助言は徳島県知的所有権センター特許情報活用支援ア

ドバイザーの重田賢一先生にしていただくことができ

ました。

アイデアコンテストの開催

また，本校は工業系の専門高校であることを活かし

て「ものづくり」の面からも知的財産を意識していこ

うと考えました。本校のマスコットキャラクターを意

匠の対象としてとらえ，中心的に活動してきた情報通

信コースではマスコットキャラクター「かぎまる」の

2足歩行ロボットの製作。総合デザインコースは陶器

やキルトなど多様な素材を用いた「かぎまる」の製作

をおこないました。

二足歩行ロボット「かぎまる」の製作
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シンポジウムでのポスターセッション

陶器製

「かぎまる」

キルト製

「かぎまる」

４．初年度を終え

生徒自身が考案したアイデアノートを活用して，授

業，実習時間の他日常生活の中で知的財産についてひ

らめいたアイデアを記録していくことで，日常的に発

想したり記録したりすることを体験できました。ま

た，アイデアを記録していくだけでなく，日常生活に

おいて些細なことでも記録することの有用性にも気付

く生徒も多かったようです。また，マスコットキャラ

クターの製作では専門高校生本来のものづくりの過程

を通して，創造性が広がり多くの工夫も行うことで産

業財産権への興味関心が深まったように感じられま

す。知的財産学習の初年度として，全校生徒が知的財

産教育について基礎的知識を身に着け，興味関心を持

つことを目標とし，ほぼ達成できたと感じました。こ

の時点で終了とするのではなく，知的財産に関する知

識を高め，豊かな想像力を育成し，特許や商標権への

理解を深め，特許出願に至る創造力や実践力を養うた

めには継続的な指導と環境が必要であると感じまし

た。

また，工業系専門高校の現場では端的に言えば指定

された課題をいかに正確に製作するかに重点を置いた

教育を行ってきたようにも感じます。高度な技能を身

に付けた中堅技術者を育成する機関としては正しいこ

とではあるのですが世界の産業構造や専門高校生を取

り巻く社会の変化に対応するためには専門高校の教育

も変化していく必要があります。その一つが知的財産

教育であると感じました。言われたものをただひたす

ら一生懸命作る，それはそれで素晴らしいことです

が，今後はそれに加え，自ら考えそれを実現し，その

考え自体を財産とする。新しいものづくりの喜びにつ

ながると感じました。

５．パテントコンテストへの挑戦

徳島県は青色発光ダイオードの開発などで特許に関

しては意識の高い県だと言えます。伝統ある工学部を

有する地元国立大学の徳島大学でも例外ではなく，知

的財産教育を活用した創作的教育に取り組まれようと

していました。大学では特許制度を活用し，学生の自

主的な創造活動を支援し，研究活動意欲を向上させ国

際的に活動できる人材の育成を目標としていました。

本校製作のシンポジウムポスター

四国で初めての知的財産に関するシンポジウムの開

催やパテントコンテストへの積極的な参加を計画して

おり，協働で取り組むことを打診されました。知的財

産教育 2 年目の方向を模索していた本校にとっては

願ってもない事業で迷いなく参加させていただくこと

にしました。徳島大学工学部の学生さんだけでなく，
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本県唯一の工業高等専門学校の 3校での取り組みであ

ることも事業の魅力の大きな要因でした。本校の生徒

に同じ工学を学ぶ学生と同様に課題に取り組むことで

意識の大きな向上にも期待しました。

また，本年度も全校生徒からアイデアを募集しまし

た。徳島大学教授，パテント部門弁理士，デザイン部

門弁理士，本校担当教員で応募作品を精査し応募作品

を選定しました。徳島大学教授，パテント部門弁理

士，デザイン部門弁理士に対象作品を指導していただ

き応募した結果，特許出願支援対象者 4名，意匠登録

支援対象者 2名が選定されました。

パテントコンテスト・デザインパテントコンテスト表彰式

岩井特許庁長官と記念撮影

６．2年目を終え

平成 23 年度は特許庁の事業に応募はしませんでし

たが知的財産教育の取り組みは継続することができま

した。徳島大学，阿南高専と連携し知的財産教育に取

り組み，アイデアノートを 3校で製作し共有し，徳島

県で開催された知的財産シンポジウム 2011 に参加し

ポスターセッションで発表を行うことができました。

また，校内でアイデア募集も継続して行い，校内選考

でパテントコンテスト応募候補 10 点，デザインコン

テスト応募候補 20 点を選出し，弁理士さんとの相談

会後，最終的にパテントコンテストに 5点，デザイン

コンテストに 11 点を応募するにいたりました。その

結果，知的財産に関する知識を高め，豊かな想像力を

育成し，特許や商標権への理解を深め，特許出願に至

る創造力を高めることができ，実践力を意識した取り

組みができたと感じました。

７．より実践的な考案をめざして

24 年度の目標は，「知的財産に関する基礎知識を学

ぶとともに，課題研究ではパテントコンテスト・デザ

インパテントコンテストを一つの目標としてアイデア

の考案に対する取り組みを積極的に行う」「課題研究

において自らのアイデアを実際に製作し産業財産権の

理解を深め，より現実的な発想を行い特許出願できる

創造力と実践力を育成する」とし，より実践的な取り

組みをめざしました。

本年度も，今まで学んだ工業の専門知識を活かし，

アイデア考案に積極的に取り組みパテントコンテスト

に応募し，その後実際に製作することでその考案をよ

り現実的なものに近付け知的財産権に関する興味関心

を育成することとしました。

考案品の製作

また実社会で活躍される方々の講演も開催しまし

た。本校の前身である徳島工業高校（閉校）デザイン

科の卒業生の講演を行いました。当講演はアイデアの

考案者の実体験に基づくお話であり，苦労された内容

も多く生徒は違った視点から知的財産に関する学習が

できました。

卒業生による講演

８．今後の取り組み

また，アイデア考案が単なる思いつきに終わらない

ようにする為に企業と連携し，実社会で評価される考

案に育て，それを実感できる取り組みを進めようと考
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えています。アイデア考案を机上の空想に終わらせる

ことなく専門高校生本来のものづくりの過程を通し

て，創造性を広げ多様な取り組みを行うことで産業財

産権への興味関心が深めていきたいと思っています。

今後は，より実践的な取り組みとするために企業と

の連携を充実させ，実社会が求めるものや実際の製造

現場が実現できることを視野に入れ，豊かな想像力を

育成し，特許出願に至る創造力や実践力を養うために

は継続的な取り組みを行いたいと考えています。

９．最後に

冒頭で述べたように専門高校では言われたものをい

かに忠実に製作するかの学習が目につきます。その中

で生徒が自ら考案し，その考案が具体化され，財産化

されるという課程は生徒にとっても学習の新しい方向

を開き，それに合わせ本来の専門教育にも興味関心が

高まったと感じられます。また，私自身にも専門教育

の可能性をさらに広げられたようで非常に有意義な取

り組みでした。また，知財教育に取り組む中で知財に

係る多くの方々と出会えたことは私にとって非常に有

意義でした。知財に取り組まれる方々は，前向きで積

極的でエネルギッシュであると感じたのは誤解ではな

いと思います。

(原稿受領 2012. 12. 26)
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